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はじめに 

これまで本市は、電子入札の導入、一般競争入札の拡大といった

談合が行われにくい制度づくりや、談合が行われた際のペナルティ

強化などに取り組んできました。しかし、平成１８年以降、全国各

地で公共工事を巡る談合事件が相次いで摘発された中で、本市の工

事を舞台とした事件も起こりました。 

これらの事件をきっかけとして、さらに「談合行為を見逃さない」

という観点を新たに加え、本市が行うすべての工事に係る入札状況

について点検するとともに、その情報を市民の皆様と共有すること

といたしました。その取り組みが、全国で初の試みとして平成１９

年４月からスタートした「入札状況の常時監視」です。 

この報告書は、令和２年度における「入札状況の常時監視」の１

年分の結果を取りまとめたものです。              

今後とも、公正な入札の確保に向けて一層努力してまいります。 

令和4年2月
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１ 入札状況の常時監視の概要 

（１）目的   

・ 談合等不正行為の早期発見と抑止 

・ 監視結果の公表による本市の入札、契約手続の透明性・公正性の向上 

（２）対象 

   令和 2年度に契約を締結した工事の入札 

（３）内容   

公正入札アドバイザーの指導・助言を得て、前月分の入札結果を分析

し、入札に不自然な状況がないか監視 

談合等が疑われるような場合には、本市公正入札調査委員会が、公正

入札アドバイザーに指導・助言を求めながら調査を行い、調査結果を公

正取引委員会へ通報 

   ア 全件分析 

      すべての工事の入札について、業種ごとに入札者数、落札率等を

取りまとめ 

   イ 詳細分析 

     業種・案件を絞り込み、入札状況を詳細に分析 

   ※“ア”及び“イ”の分析は、1箇月サイクルで実施 

（４）公表   

全件分析結果については、毎月本市ウェブサイトで公表 
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（５）常時監視の流れ 

ア 入札結果の集計・・・入札月の翌月初旬 

   毎月の入札結果から、入札方法別・業種別に入札者数及び落札率を集計 

イ 全件分析と詳細分析対象業種の絞り込み・・・入札月の翌月初旬 

ウ 詳細分析・・・入札月の翌月中旬～下旬 

   “イ”で絞り込みを行った業種について、工事内容や入札参加状況などを分析する

とともに、必要に応じて複数月にわたる分析を実施 

エ 公表・・・入札月の翌々月初旬 

   全件分析結果について、本市ウェブサイトで公表 

集計結果を基に業種ごとの傾向を踏まえ、詳細分析を

行う業種を絞り込む。 

入札結果 

○○○工事 

 ○△建設㈱ 

 ㈱△□工業 

全件分析(Ｎ月) 
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（６）監視体制 

   財政局と各工事担当局の課長級職員により構成する専門の「監視チー

ム」が公正入札アドバイザーの指導・助言を得ながら入札状況を監視 

指導・助言

（７）公正入札アドバイザー 

                        （令和4年2月現在） 

氏名 職業（プロフィール） 

長谷川 鉱治 
弁護士 

（元名古屋地方検察庁検事） 

課 長 級 

監視チーム 

5名 

緑政土木局 

財政局 

交通局 上下水道局 

住宅都市局 

公正入札アドバイザー 
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（８）会議開催実績 

   第 1回  令和2年 5月25日 

   第 2回  令和2年 6月10日 

第 3回  令和2年 7月31日 

第 4回  令和2年 8月24日 

第 5回  令和2年 9月11日 

第 6回  令和2年10月19日 

第 7回  令和2年11月24日 

第 8回  令和2年12月23日 

第 9回  令和3年 1月19日

第10回  令和3年 2月17日

第11回  令和3年 3月26日 

第 12回  令和3年 4月27日 

（９）結果 

令和2年度契約分の入札から落札率が比較的高い事例などを抽出し、入

札時に事業者が提出した積算内訳書の内容について確認を行った結果、一

部に不自然な記載が発見されたことから、入札金額の積算や入札に関する

情報交換について注意喚起を行い、入札の公正性確保に努めました。 

  なお、抽出確認を行った業種別件数は以下のとおりです。 

  下水道 ・・・・・・1件   

電気 ・・・・・・・3件  

屋外照明・・・・・・1件 

管 ・・・・・・・・2件 

舗装 ・・・・・・・1件  

合計 5業種 8件 
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２ 入札状況の概要 

 令和 2 年度契約分の入札全件について、工事の業種ごとに入札者数・

落札率等を取りまとめました。 

（１） 発注件数・落札金額（※発注件数は入札不調を除く。以下同じ。） 

・ 30業種で合計2,533件の発注が行われ、このうち1,886件（約

74％）が一般競争入札でした。 

・ 総落札金額（単価契約分を除く。以下同じ。）は約 1,053 億円、

このうち約1,034億円（約98％）が一般競争入札により行われま

した。 

・ 発注件数は、一般土木（368 件）、舗装（272 件）、電気（239

件）、下水道（207件）、配水管布設（205件）の順で多く、この5

業種で全体の約5割を占めました。 

・ 総落札金額は、建築（約 190 億円）、一般土木（約 147 億円）、

下水道（約 146 億円）、電気（約 108 億円）、配水管布設（約 75

億円）の順で多く、この5業種で全体の約6割を占めました。 

（以上、資料１－１、１－２） 

（２）平均入札者数・平均落札率 

・ 一般競争入札の平均入札者数は7.5 者、平均落札率は91.3％、指

名競争入札の平均入札者数は3.8者、平均落札率は92.0％でした。 

・ 入札全体では、前年度と比べて平均入札者数は 0.4 者多く、平均

落札率は0.2 ポイント低くなっています。 

・ 平均入札者数は、前年度と同様に、一般競争入札の方が指名競争

入札に比べて多く、その差は前年度よりも大きくなりました。 

 （前年度 3.4者 → 令和2年度 3.7者） 

・ 平均落札率は、前年度と同様に、一般競争入札の方が指名競争入

札に比べて低くなっており、その差は前年度よりも小さくなりまし

た。 

 （前年度 0.8ポイント → 令和2年度 0.7ポイント） 
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・ 一般競争入札と指名競争入札の両方で発注があった 22 業種のう

ち、一般競争入札の方が指名競争入札に比べ平均入札者数が少なか

った業種は「特殊電気」「内装仕上」の2業種でした。また、一般競

争入札の方が指名競争入札に比べ平均落札率が高かった業種は、「一

般土木」「道路標識設置」「特殊電気」「舗装」「内装仕上」「造園」の

6業種でした。 

（以上、資料１－１、１－２） 

・ 発注金額階層別（予定価格で算出。単価契約を除く。）の平均落札

率を見ると、500万円未満の発注金額階層別の工事においては、他

の発注金額階層別工事の平均落札率に比べやや高い傾向が見られま

した。 

（資料2） 

・ 入札者数別で見ると、入札全体では前年度と同様に、入札者数が

多くなるほど平均落札率が低くなる傾向が見られました。 

（資料3） 
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資料1-1

業種 件数 平均入札者数 平均落札率

一般土木 368 4.6 89.6%

下水道 207 8.3 91.3%

軌道 10 1.0 99.2%

水道 13 4.0 92.1%

配水管布設 205 10.0 90.1%

建築 139 4.5 92.5%

とび・土工・コンクリート 61 5.0 91.3%

道路標識設置 9 9.8 91.2%

解体 17 13.4 90.5%

電気 239 8.5 93.6%

屋外照明 86 13.0 92.0%

特殊電気 18 1.2 97.6%

受変電 52 11.4 94.2%

管 182 7.6 91.9%

鋼構造物 3 2.3 91.8%

舗装 272 7.7 89.0%

しゅんせつ 3 2.0 89.9%

塗装 39 6.7 86.0%

区画線設置 47 11.9 92.8%

防水 7 7.3 90.2%

内装仕上 3 4.0 93.1%

畳 2 8.0 93.8%

機械設備 186 2.1 94.7%

水・汚泥処理設備 80 3.1 92.8%

計装設備 52 1.3 97.0%

電気通信 51 3.1 94.7%

造園 157 4.4 89.8%

さく井 1 1.0 99.5%

建具 2 2.0 92.9%

消防施設 22 4.0 90.1%

合計 2,533 6.5 91.5%

前年度（合計） 2,280 6.1 91.7%

全件の入札状況（令和2年度）
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資料1－2１

一般土木 265 4.7 90.4% 14,636,142 103 4.6 87.5% 35,741 368 4.6 89.6% 14,671,883

下水道 202 8.4 91.2% 14,613,950 5 3.2 96.8% 27,517 207 8.3 91.3% 14,641,467

軌道 9 1.0 99.2% 445,932 1 1.0 99.8% 7,600 10 1.0 99.2% 453,532

水道 11 4.4 91.8% 2,253,094 2 2.0 94.2% 9,102 13 4.0 92.1% 2,262,196

配水管布設 205 10.0 90.1% 7,451,254 - - - - 205 10.0 90.1% 7,451,254

建築 117 4.9 92.3% 18,903,639 22 2.1 93.6% 112,394 139 4.5 92.5% 19,016,033

とび・土工・コンクリート 43 6.0 89.9% 1,302,562 18 2.6 94.6% 61,630 61 5.0 91.3% 1,364,192

道路標識設置 5 12.8 91.9% 87,270 4 6.0 90.3% 15,567 9 9.8 91.2% 102,837

解体 16 14.0 90.4% 623,651 1 3.0 91.1% 1,030 17 13.4 90.5% 624,681

電気 178 10.9 92.9% 10,473,997 61 1.6 95.7% 277,945 239 8.5 93.6% 10,751,941

屋外照明 31 21.5 91.2% 386,391 55 8.2 92.5% 59,851 86 13.0 92.0% 446,242

特殊電気 16 1.1 98.1% 220,950 2 2.0 93.7% 5,680 18 1.2 97.6% 226,630

受変電 42 13.9 93.4% 2,529,333 10 1.0 97.3% 36,415 52 11.4 94.2% 2,565,748

管 144 8.8 91.9% 6,516,080 38 3.1 92.3% 86,165 182 7.6 91.9% 6,602,245

鋼構造物 3 2.3 91.8% 1,616,340 - - - - 3 2.3 91.8% 1,616,340

舗装 211 8.3 89.5% 5,744,475 61 5.5 87.3% 108,825 272 7.7 89.0% 5,853,300

しゅんせつ 3 2.0 89.9% 419,800 - - - - 3 2.0 89.9% 419,800

塗装 39 6.7 86.0% 1,308,437 - - - - 39 6.7 86.0% 1,308,437

区画線設置 24 15.6 92.8% 245,969 23 8.0 92.9% 129,150 47 11.9 92.8% 375,119

防水 7 7.3 90.2% 99,899 - - - - 7 7.3 90.2% 99,899

内装仕上 1 1.0 99.5% 4,345 2 5.5 89.9% 7,539 3 4.0 93.1% 11,884

畳 - - - - 2 8.0 93.8% 10,644 2 8.0 93.8% 10,644

機械設備 101 2.3 94.1% 5,045,626 85 1.8 95.4% 396,104 186 2.1 94.7% 5,441,730

水・汚泥処理設備 42 3.3 92.7% 4,473,455 38 2.9 92.9% 189,856 80 3.1 92.8% 4,663,311

計装設備 26 1.3 96.5% 591,806 26 1.2 97.6% 103,369 52 1.3 97.0% 695,175

電気通信 42 3.3 94.4% 1,560,404 9 2.0 95.9% 43,098 51 3.1 94.7% 1,603,502

造園 86 4.4 90.1% 1,505,707 71 4.4 89.5% 135,584 157 4.4 89.8% 1,641,291

さく井 1 1.0 99.5% 45,300 - - - - 1 1.0 99.5% 45,300

建具 2 2.0 92.9% 9,923 - - - - 2 2.0 92.9% 9,923

消防施設 14 4.9 89.7% 366,557 8 2.3 90.7% 28,670 22 4.0 90.1% 395,227

合計 1,886 7.5 91.3% 103,482,287 647 3.8 92.0% 1,889,476 2,533 6.5 91.5% 105,371,762

前年度（合計） 1,667 7.0 91.5% 83,067,803 613 3.6 92.3% 1,578,815 2,280 6.1 91.7% 84,646,618

※落札金額は、単価契約（一般競争入札53件、指名競争入札238件）を除く。

全件の入札状況（詳細）（令和2年度）

一般競争入札 指名競争入札

件数
（件）

平均
入札者数
（者）

件数
（件）

平均
入札者数
（者）

件数
（件）

平均
入札者数
（者）

落札金額総額
（千円）
（税抜き）

落札金額総額
（千円）
（税抜き）

落札金額総額
（千円）
（税抜き）

入札合計

平均
落札率

平均
落札率

平均
落札率

入札
方式

業種

9



資料2

発注金額 件数（件） 落札金額総額（千円） 構成比 平均落札率

5億円以上 24 22,479,841 21.3% 92.6%

1億円以上 199 37,163,752 35.3% 92.3%

5000万円以上 311 19,514,711 18.5% 91.6%

1000万円以上 1014 22,732,731 21.6% 91.2%

500万円以上 357 2,447,547 2.3% 92.6%

500万円未満 337 1,033,180 1.0% 93.1%

合計 2,242 105,371,762 100% 91.9%

発注金額階層別入札状況　（令和2年度）

※単価契約を除く。発注金額、落札金額は税抜き。

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

500万円未満 500万円以上

1000万円未満

1000万円以上

5000万円未満

5000万円以上

1億円未満

1億円以上

5億円未満

5億円以上

落
札
率

発注金額
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資料3

件数（件） 平均落札率 件数（件） 平均落札率 件数（件） 平均落札率

1～3者 786 94.2% 349 94.4% 1,135 94.3%

4～6者 347 89.9% 164 88.5% 511 89.5%

7～9者 228 89.0% 121 90.2% 349 89.4%

10者以上 525 89.0% 13 89.4% 538 89.0%

合計 1,886 91.3% 647 92.0% 2,533 91.5%

入札者数別入札状況　（令和2年度）

一般競争入札 指名競争入札 合計

70%

75%

80%

85%

90%

95%

100%

1～3者 4～6者 7～9者 10者以上

落
札
率

入札者数

一般競争入札 指名競争入札 合計

入札者数

入札方式
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 令和２年度契約分の入札について、業種・案件を絞り込んだ個別の業

種毎の分析（以下「個別業種分析」という。）を行いました。個別業種分

析の対象は、「下水道」「管」「舗装」の3業種としました。この他、工事

の内容などの特殊要因に着目した分析（以下「特殊要因分析」という。）

を行いました。 

（3）個別業種分析 

ア 下水道工事（資料４） 

  発注金額階層別の平均入札者数については、C 等級（予定価格（税

込）2,000 万円以上 5,000 万円未満）に対応する発注金額階層の工

事を除き、前年度と比較して少なくなりました。平均落札率について

は、B等級以上（予定価格（税込）5,000万円以上）に対応する発注

金額階層の工事では前年度と比較して高くなり、それ以外の発注金額

階層の工事では前年度と比較して低くなりました。 

全体としては、前年度と比較して平均入札者数は0.9者少なくなり、

平均落札率は0.8ポイント高くなりました。 

  なお、金額階層別入札件数は、前年度と同様に、最も多い階層が

5,000 万円以上 2 億円未満の工事（約 44％）であり、前年度（約

39％）と比べて高くなりました。平均発注金額をみると、前年度（約

9,437万円）と比べて約9,403万円と低くなりました。
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資料4

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

2億円以上（A等級） 14 5.7 94.4% 16 4.4 95.5%

5000万円以上（B等級） 70 6.8 90.6% 80 5.2 92.6%

2,000万円以上（C等級） 65 9.7 89.7% 53 10.4 89.3%

2,000万円未満（D等級） 32 5.2 91.2% 33 4.7 90.5%

合計 181 7.5 90.7% 182 6.6 91.5%

平均発注金額

※単価契約を除く。金額は税込み。

9,437万円

令和元年度 令和2年度

9,403万円

発注金額階層別入札状況（下水道）（令和元・2年度）

発注金額（対応等級）

70%

80%

90%

100%

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

2,000万円未満（D等級）2,000万円以上（C等級）5,000万円以上（B等級） 2億円以上（A等級）

落札率（％）入札者数(者）

入札者数 （令和元年度） 入札者数 （令和2年度）
落札率 （令和元年度） 落札率 （令和2年度）
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イ 管工事（資料5） 

  A 等級（予定価格（税込）8,000万円以上）及びB等級（予定価格

（税込）1,100 万円以上 8,000 万円未満）に対応する発注金額階層

の工事では、平均入札者数、平均落札率ともに、前年度と比較して概

ね横ばいとなりました。C等級（予定価格（税込）1,100万円未満）

に対応する発注金額階層の工事では、平均入札者数は前年度と比較し

て多くなり、平均落札率は前年度と比較して低くなりました。   

全体としては、前年度と比較して平均入札者数は 0.1 者多くなり、

平均落札率は0.6ポイント低くなりました。 

なお、金額階層別入札件数は、前年度と同様に、最も多い階層が

1,100 万円以上 8,000 万円未満の工事（57％）であり、前年度（約

60％）と比べて低くなりました。平均発注金額をみると、前年度（約

5,314万円）と比べて約4,814万円と低くなりました。 
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資料5

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

8,000万円以上（A等級） 31 4.5 92.0% 32 4.2 92.5%

1,100万円以上（B等級） 96 11.1 92.4% 94 11.1 91.8%

1,100万円未満（C等級） 33 2.1 93.8% 38 3.4 92.1%

合計 160 7.9 92.6% 164 8.0 92.0%

平均発注金額

※単価契約を除く。金額は税込み。

5,314万円

令和元年度 令和2年度

4,814万円

発注金額階層別入札状況（管）（令和元・2年度）

発注金額（対応等級）

70%

80%

90%

100%

0.0

10.0

20.0

30.0

1,100万円未満（C等級） 1,100万円以上（B等級） 8,000万円以上（A等級）

落札率（％）入札者数（者）

入札者数 （令和元年度） 入札者数 （令和2年度）
落札率 （令和元年度） 落札率 （令和2年度）
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ウ 舗装工事（資料6） 

  発注金額階層別の平均入札者数については、全ての発注金額階層で

前年度と比較して少なくなりました。平均落札率については、A 等級

（予定価格（税込）5,000万円以上）に対応する発注金額階層の工事

では前年度と比較して低くなり、それ以外の発注金額階層の工事では

前年度と比較して高くなりました。 

  全体としては、前年度と比較して平均入札者数は1.2者少なくなり、

平均落札率は0.6ポイント高くなりました。 

なお、金額階層別入札件数は、前年度と同様に、最も多い階層が

2,000万円未満の工事（約46％）であり、前年度（約47％）と比べ

て低くなりました。平均発注金額をみると、前年度（約3,317万円）

と比べて約3,329万円と高くなりました。 
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資料6

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

5,000万円以上（A等級） 37 7.5 91.0% 47 5.3 90.9%

2,000万円以上（B等級） 62 10.2 87.3% 69 8.8 88.1%

2,000万円未満（C等級） 89 5.7 88.9% 99 5.1 89.6%

合計 188 7.5 88.8% 215 6.3 89.4%

平均発注金額

※単価契約を除く。金額は税込み。

3,317万円

令和元年度 令和2年度

3,329万円

発注金額階層別入札状況（舗装）（令和元・2年度）

発注金額（対応等級）

70%

80%

90%

100%

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

2,000万円未満（C等級） 2,000万円以上（B等級） 5,000万円以上（A等級）

落札率（％）入札者数（者）

入札者数 （令和元年度） 入札者数 （令和2年度）
落札率 （令和元年度） 落札率 （令和2年度）
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（４）特殊要因分析 

ア 単価契約（資料7） 

単価契約における平均入札者数は、前年度と同様に、一般競争入札及

び指名競争入札ともに総価契約に比べて多くなりました。また、平均落

札率は、前年度と同様に、一般競争入札及び指名競争入札ともに総価契

約に比べて低くなりました。この結果は、「配水管布設」の一般競争入

札を除いて、単価契約を行ったいずれの業種においても同様となってい

ます。  

入札状況の常時監視の取組み当初は、一般競争入札での単価契約は総

価契約と比べて、平均入札者数は少なく、平均落札率は高くなっていま

した。 

しかし、単価契約の発注規模や工事内容を見直したことで競争性が高

まり、平成25年度からその状況は逆転しました。この傾向は、令和2

年度においても継続しています。 
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資料7

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

一般土木 265 4.7 90.4% 103 4.6 87.5%

（単価契約） - - - 95 4.7 87.3%

（総価契約） 265 4.7 90.4% 8 3.0 90.8%

下水道 202 8.4 91.2% 5 3.2 96.8%

（単価契約） 25 20.7 89.9% - - -

（総価契約） 177 6.7 91.4% 5 3.2 96.8%

配水管布設 205 10.0 90.1% - - -

（単価契約） 12 14.0 92.6% - - -

（総価契約） 193 9.8 89.9% - - -

屋外照明 31 21.5 91.2% 55 8.2 92.5%

（単価契約） - - - 43 8.4 92.4%

（総価契約） 31 21.5 91.2% 12 7.3 92.8%

管 144 8.8 91.9% 38 3.1 92.3%

（単価契約） - - - 18 4.6 91.4%

（総価契約） 144 8.8 91.9% 20 1.8 93.1%

舗装 211 8.3 89.5% 61 5.5 87.3%

（単価契約） 16 29.4 88.2% 41 6.4 86.9%

（総価契約） 195 6.6 89.6% 20 3.5 88.2%

造園 86 4.4 90.1% 71 4.4 89.5%

（単価契約） - - - 41 4.6 89.1%

（総価契約） 86 4.4 90.1% 30 4.0 90.2%

合計 1,144 7.9 90.5% 333 5.1 89.4%

（単価契約） 53 21.8 90.0% 238 5.7 88.8%

（総価契約） 1,091 7.2 90.5% 95 3.7 91.1%

単価契約を行っている業種　（令和2年度）

一般競争入札 指名競争入札

業種

入札方式
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イ 機械・電気設備工事（資料8） 

機械及び電気設備にかかる工事（電気、特殊電気、受変電、機械設

備、水・汚泥処理設備、計装設備、電気通信、消防施設）については、

既設工事か新設工事かで、入札者数や落札率に大きな差が見られるも

のが多くあります。既設工事の場合は、新設工事と比べて平均入札者

数は3.5者少なく、平均落札率は4.0 ポイント高くなっています。 

これは、既設工事が主に技術的な理由から、当該機械設備等の製造者

やその関連の事業者に参加者が限られてくるためであると考えられ、前

年度と同様の結果になっています。 
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資料8

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

電気 220 7.9 93.9% 19 15.4 89.8%

特殊電気 18 1.2 97.6% - - -

受変電 50 11.4 94.3% 2 11.0 90.0%

機械設備 160 1.7 95.4% 26 4.4 90.3%

水・汚泥処理設備 77 3.1 93.0% 3 3.0 89.2%

計装設備 52 1.3 97.0% - - -

電気通信 47 3.1 94.6% 4 3.3 95.9%

消防施設 21 3.6 90.1% 1 12.0 90.8%

合計 645 4.9 94.5% 55 8.4 90.5%

機械・電気設備工事（令和2年度）

新設工事既設工事区分

業種
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ウ 入札不調の発生状況（資料9） 

   令和2年度は、第2四半期から第3四半期にかけて入札不調が増加

しましたが、その後、年度末に向けて減少しました。前年度と比較して

入札不調の発生率は低く、全体として1.3 ポイント減少しました。 

なお、本市では、入札参加資格の緩和、最新の単価による積算、発注

時期の平準化など様々な手立てを講じて入札不調の防止に努めており、 

今後も引き続き、入札参加資格の緩和等の入札不調防止策を講じていき

たいと考えています。 

エ 再入札工事（資料10） 

当初発注時の入札において入札参加者が無かった等のため不調とな

った工事について、再発注後の入札者数と落札率を当初発注で入札が成

立した工事と比較すると、平均入札者数は 2.6 者少なく、平均落札率

は2.3ポイント高くなっています。 

これは、工事内容（場所が点在している、交通量が多い、時間的制約

や特別な安全対策が必要等）などから当初発注入札が不調となった工事

については、再発注時に設計内容の見直し等を行ってもなお、競争性が

低くなる傾向があったと考えられ、前年度と同様の結果になっています。 
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資料9 

入札不調の発生状況（令和2年度）

区　　分
総入札件数
（件）

入札不調件数
（件）

入札不調発生率

749 31 4.1%

(636) (32) (5.0%)

981 99 10.1%

(844) (86) (10.2%)

687 87 12.7%

(684) (102) (14.9%)

366 32 8.7%

(375) (39) (10.4%)

2,783 249 8.9%

(2,539) (259) (10.2%)

※２　総入札件数には、入札不調件数を含む。

※３　括弧内は前年度実績を掲載。

※１　入札不調とは、入札参加者が無かったもの及び入札参加者はあったが落札
　 　　者が無かったものをいう。

第1四半期
（4月～6月）

第2四半期
（7月～9月）

第3四半期
（10月～12月）

第4四半期
（1月～3月）

合　　計
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 資料10

件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率
件数
（件）

平均入札者数
（者）

平均落札率

一般土木 18 2.7 92.6% 350 4.7 89.4%

下水道 16 5.4 92.6% 191 8.5 91.2%

水道 2 2.0 94.2% 11 4.4 91.8%

配水管布設 16 6.4 90.3% 189 10.3 90.1%

建築 9 4.1 92.7% 130 4.5 92.5%

とび・土工・コンクリート 4 2.8 95.6% 57 5.1 91.0%

電気 6 1.2 99.8% 233 8.7 93.4%

管 2 2.0 99.2% 180 7.7 91.9%

舗装 22 3.8 92.4% 250 8.0 88.7%

塗装 1 2.0 90.5% 38 6.8 85.9%

機械設備 9 1.6 95.9% 177 2.1 94.6%

水・汚泥処理設備 2 5.5 92.2% 78 3.0 92.8%

計装設備 2 1.0 99.8% 50 1.3 96.9%

電気通信 6 1.3 96.9% 45 3.3 94.4%

造園 4 3.3 94.1% 153 4.4 89.7%

合　計 119 3.7 93.5% 2,132 6.3 91.2%

※２ 再入札工事がなかった業種（15業種、282件）を除く。

再入札工事 当初発注で入札が成立した工事

再入札工事分析（令和2年度）

※１ 再入札工事とは、当初発注で入札不調となった工事を再発注し、入札が成立したものをいう。

業種

区分
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●参考 

（これまでの主な入札制度改善） 

本市では、競争性等の向上のため、一般競争入札を拡大してきまし

た。 

平成 8年 4月   予定価格21億6,000万円以上（政府調達協定

適用（当時））の工事について一般競争入札を実施 

平成15年10月   予定価格6億円以上の工事に拡大 

平成18年4月  予定価格5,000万円以上の工事に拡大 

  平成20年4月  予定価格1,000万円以上の工事に拡大 

  本市では、透明性を向上させるため、次のように予定価格の事前公

表の実施を拡大してきました。 

平成16年7月    工事の全ての入札について実施 

平成18年4月    測量・設計等の全ての入札について実施 

  本市では、競争性等の向上のため、電子入札の導入を進めてきまし

た。 

平成16年7月    調達情報サービスシステム（※）の運用開始 

            ※発注見通しや入札予定等をインターネット

で提供するシステム 

平成16年11月    入札参加者登録システム（※）の運用開始 

            ※競争入札参加申請をインターネットで受け

付けるシステム 

平成17年9月    電子入札システム（※）の運用開始 

            ※インターネットを利用して入札を実施する

システム 

平成18年6月      全ての入札を対象に電子入札の実施 

一般競争入札の拡大 

予定価格の事前公表 

電子入札の導入 
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（用語の解説） 

入札参加資格要件を満たす事業者であれば入札に参加することが可

能であり、競争性・公正性が高い入札方式ですが、指名競争入札に比

べて入札手続に時間を必要とします。 

市が適正な能力がある事業者をあらかじめ選定して競争させる入札

方式で、一般競争入札に比べて効率的に入札手続を進めることができ 

ます。 

※本市における工事の指名者数は、原則として6者以上となります。 

総額を請負金額とする契約 

作業や資材の 1 単位あたりの単価で契約し、出来高に応じて代金を

支払う契約 

全件分析などに掲載されている平均落札率は、単純平均で示してい

ます。また、本市では低価格入札への対応として、最低制限価格制度

及び低入札価格調査制度を導入しており、一定の価格を下回る入札を

した入札者は落札者となることができません。 

 （例）Ａ業種３件の平均落札率の算出方法 

   ※３件の落札率（注１）がそれぞれ７０％、８０％、９０％だっ

た場合。  

      ※それぞれの予定価格及び落札金額の大小は考慮していません。 

           ７０＋８０＋９０
               ３

 （注１）落札率…予定価格（注２）に対する落札金額の割合（パーセ

ント）のことです。  

           落札金額
落札率 ＝         × １００ （％）            予定価格 

 （注２）予定価格…契約を締結するにあたって材料費や労務費などを

考慮して積算し設定する上限価格です。 

一般競争入札 

指名競争入札 

平均落札率 

総価契約 

単価契約 
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